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1.外 国語研究センタ.一,.設立経緯
語学研究室と語学視聴覚教室は,外 国語学部創立以来昭和48年度までs
それぞれ学部選出の委員で構成される運営委員会によって,別 々に運営 さ
れて来た。語学研究室は,外 国語の辞書,雑 誌を所蔵 し,主 として図書館
の参考資料室の機能を果 して来た。 語学視聴覚教室は,LL教 室とテー
プ,レ コ ・ード類を整備 し,外 国語の視聴覚的教育に対するサービスを して
来た。
昭和48年度頭初外国語担当教員か ら,「語学研究室 と語学視聴覚教育と
を有機的に統合 して,新 しい組織を作 り,研究 と教育を効果的に行なえる
様に,新 しい構想の下に運営すべ きである。」 とい う要望が出された。 こ
の要望に 答えるために,準 備が進め られ,「神奈川大学外国語研究セ ンタ
ー設置規程」および 「外国語研究セ ンター業務規程」が作成 された。 これ
らの規程は,外国語学部教授会および評議会で審議 され,理事会で決定され
た。この規程に基づいて昭和49年4月より,外国語研究セソター(Center
forForeignLanguageStudies)が発足 したのである。
2.外 国語研究セソターの役割
大学の使命は,学 術の研究,専 門教育,お よび教養(文 化)の 伝達にあ
る。 換言すれぽ,大 学の本質は,「交化の知的拡大再生産」にあると言え
よう。すなわち,過 去の交化の伝承 と,現在および未来の見通 しに立つ伝
承 された文化の再編成による新 しい文化の創造 と,こ の新 しく創造 された
文化を次の世代への伝達を通 じての陶治(す なわち教育)で ある。
研究 と教育の要諦はs事 象をあらゆる可能なコンテ クス トにおいて眺め
ること,ま た事象をその周囲の他の事象との全体的関連において眺めるこ
と,事象を全体的関連の中に定位することにある。 この過程を通 じて,文
化の知的拡大再生産は可能 となろ う。
大学は,上 述の三つの機能を統合的に発揮す るところにその存在意i義が
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ある。この三つの機能の中で,中 心をなす ものは,や は り研究である。す
なわち,専 門教育も文化の伝達も研究とい う土台があって始めて可能にな
る。 このことを考iる ならば,大 学において研究機関は不可欠のものとな
る。
本学外国語学部にあっては,「人文学研究所」が比較文化を中軸としてs
また 「人文学会」が更に広い領域の研究を目指 して,研 究発表,講 演会,
紀要の出版等の事業を活発に行なって来た。 しか し外国語学部の研究の中
核 となるべ き外国語の本格的研究機関は存在 しなかった。そこで多 くの学
部所属教員の要望と大学当局の理解によって,研 究所の性格を持つ 「外国
語研究センター」が設立 されたのである。
外国語研究セソターは,研 究機関として,研 究に対する便宜(図 書,資
料s施 設,設 備,研 究費の援助等)を 提供 し,個別科学の各分野に細分化
され,深 化する研究の方向と,こ れを統合 して学問の統一を図 り,更にこ
のような研究に基づ く教育の具体的プログラム作成の研究を通じて,研 究
と教育を綜合す る役割を果たすのが,そ の使命である。
研究に よって得 られた成果は,知 識 として公的性格を持つものであるか
ら,研究発表,講 演会,紀 要の出版等の事業を通じて,公 にされなければ
ならない。
3.外 国語研究セ ソターの研究活動
外国語研究セ ソター設置規程第二条には,その設置 目的として,「セソタ
・一は,外 国語,お よび視聴覚的語学教育を含む外国語教育に関する理論的
ならびに実際の研究を行なうことを 目的 とす る。」 と規定 されている。 す
なわち,こ の条項は,外 国語研究セ ンターの研究活動の軸 として,(1)外
国語の研究,(2)外国語教育の研究の二つの方向を規定 して い るの であ
る。これを更に敷術す ると,(1)外国語の言語学的研究を中心 として,言
語を他の交化諸形態 との関連において把握す る幅広い研究,(2)前項の研
究に立脚 し,教 育工学,教 育心理学等教育学的方法を取 り入れ た,LL・
CAI等教育機器の利用を含む外国語教育の研究 とい うことになる。
外国語の研究は,先 ず言語学的研究が中心になることは論を待たないで
あろう。 しか し,外国語の真の理解は,外 国語の言語内的研究によっての
み達成されるものではないこともまた明らかである。言語は,人 間の精神
活動を反映 し,身体活動を通じて表現されて始めて可能になるのであるか
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ら,他 の文化諸形態 と関連 した研究 と,内 的精神活動が外的な ものになる
身体的機構 の研究に よって,言 語の諸相が明 らかに され るのである。換言
すれば,文 化形態 の中で最 も文化的であ るとされ る言語は,綜 合人間科学
的 アプローチに よってのみ 明 らかに され得 るのであ る。
日本人が外国語を研究 し,ま た学習す るのは,単 に,外 国語 に関す る技
能,知 識,外 国文化 の受容のみを 目的 とす るものではない。 外国語,外 国
文化の学習,研 究 を通 じて,日 本語,日 本文 化を 自覚 し,反 省す る こと,
お よび 日本語,日 本文化を世 界の言語,文 化の中に定位す る こ とに よ っ
て,ア イデ ンテ ィティを確立 し,そ れに よって,よ り豊かな,よ り深 化 し
た 日本語,日 本文化を創造す ることが よ り大 きな 目的である。今後の国際
交流は,こ の よ うな研究 と教育に立脚 してのみ可能 となるであろ う。従 っ
て,外 国語の研究は,外 国文化の研究を含む と同時 に,日 本語お よび 日本
文化 の研究 を も包含す るものである。
外国語教育は,言 語教育の一部を成す ものである。言語教育は,母 国語
教育 と外国語教育 とか ら成 る。外国語教育は,既 に述べた よ うな外 国語の
研究に立脚 し,母 国語教育 との関連において,教 育学的方法お よび適切な
使い方をすれば外国語教育に著 しい効果が ある と認め られ て い るLL,
CAI等の教 育機器の利用法の研究を綜合 し,授業に適用す ることに よって
効果を上 げる ことが で きる。教育は,個 々人の素質を最大限YL..引き出す こ
とであ るか ら,教 育方法 の一般論 と,そ れを個人差を持つ持つ学生に 如何
に適合 させ るか とい う研究,す なわ ち個人差に応ず る教 育工学 的研究が必
要にな る。 また,外 国語学習 の 目的は,単 に読み書 き聞 き話す技能の習得
に留 まるものではな く,前 述の よ うに外 国語の理解を通 じて,外 国文 化を
認識 し,ひ るが えって,日 本語 と日本文化を 自覚 し,外 国文化 と 日本文化
を止揚す る新 しい文化を創造す る とい う大 きな 目標があ るのであ るか ら,
その為の カ リキュラムの研究 も必要 となろ う。
以上述べ て来た ことか ら,外 国語研究 セ ンターの研究活動 の領域は,極
めて広範 囲に亘 るものにな る。その一例 を挙げ るな らば,次 の よ うな もの
が含 まれ るであろ う。
(1)外 国語 の言語学的研究。 これには,言 語理論,記 述言語学,歴 史
比較言語学,言 語地理学等の諸領域が含 まれ よ う。
(2)(外 国)丈 学 と言語 の研究。 これには,修 辞学,文 体論,日 常言
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語 と虚構の言語等 の研究が含まれ よ う。
(3)言 語的 コ ミュニケーションの研究。 これには,非 言語的 コ ミュニ
ケーションと言語的 コ ミュニケーシ ョソ,音 声 言語 と文字言語,異 交化間
コ ミュニケーシ ョソにおける問題等 の研究が含 まれ るであろ う。
(4)外 国語の理解を}る 地域研究。
(5)外 国語 と日本語 の対照的研究。 これに よって,外 国語の言語構造
と日本語 の言語構造が比較対照 され て明らかに され る。
(6}
(7}
(g)
C9)
日本語の形成に及ぼせる外国語の影響。
日本人の外国語研究史。
外国文化 と日本文化の対照的研究。
言語教育の研究。 これには,母 国語教育の研究,外 国語教育の研
究,母 国語教育 と外 国語教 育 との関連 の研究が含 まれ る。
(10)その他。
これ らの研究 は,個 人研究,各 学科内の共 同研究,お よび学 科の壁を取
り払 った プロジェ ク ト・チームに よる研究に よって推進 され る。 図書,資
料,設 備,研 究費等 は,こ れ らの研究計画 に基づいて整備 され ることにな
る。
4.外 国語研究 セ ソターの組織
何事に よらず人間集 団の活動を適正に保 ち,ま た発展 させ る為には,責
任あ るマネージメソ トが必要である。 また組織 の私物化や恣意性を排 し,
常に構成 員個 々の建設 的な要望が取 り入れ られ るよ うに運営 され なけ一れば
な らない。 この為には,チ ェック ・システ ムとフ ィー ド・バ ック ・システ
ムを充分に取 り入れて,個 々の要望が調整 され て,実 行可能 な形に まで企
画化 され る組織を作 ることが肝要である。 これ らの点 を充分考慮 に入れて
外国語研究 セ ソターの組織は作 られている。 これを図示す ると次の よ うに
なる。
外語研究 セ ンターは,以 上述べ て来た理念に基づいて設立 された もので
ある。学 内外の多 くの方 々の御理解 と御協力に よって,今 後大 きく発展す
る ことを望む次第であ る。
今回,過 去4年 間の活動 の成果が,紀 要 の発 行 とい う形 で公 に され るこ
とを,設 立 に当た って準備を した者 の一人 として,誠 に慶賀の念に堪 えな
い 。
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